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平
成
　
年
度
の
郡
上
市
一
般
会
計
の
決

２９

算
額
は
、
歳
入
（
市
に
入
っ
た
お
金
）
が

３
２
４
億
３
８
６
２
万
円
、
歳
出
（
市
が

使
っ
た
お
金
）
が
３
１
４
億
４
３
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
・
歳
出
額
を
市
民
一
人
あ
た
り
に

換
算
（
平
成
　
年
４
月
１
日
人
口
＝
４
万

３０

２
３
０
０
人
）
す
る
と
、
入
っ
た
お
金
は

　
万
６
８
７
０
円
、
使
っ
た
お
金
は
　
万

７６

７４

３
３
３
３
円
と
な
り
ま
す
。

▼
市
に
入
っ
た
お
金
  

　
歳
入
で
１
番
多
い
の
は
、
地
方
交
付
税

で
、
１
２
３
億
２
４
０
６
万
円
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
、
市
税
な
ど

で
賄
い
き
れ
な
い
市
の
財
源
を
補
う
た
め

に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
合
併
　１１

年
目
（
平
成
　
年
度
）
か
ら
普
通
交
付
税

２６

の
合
併
に
係
わ
る
特
例
措
置
が
段
階
的
縮

減
期
間
に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
（
平
成
　
年
度
）
で
終
了
と
な
り
、
来

３０

年
度
か
ら
は
加
算
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
主
に
建
設
事
業
の
資
金
と
し
て
国
や
金

融
機
関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
市
債
は
、
　４５

億
３
０
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
市
民
税
や
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
市
た
ば
こ
税
な
ど
の

市
税
の
内
訳
は
  

の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
自
主
財
源
の
根
幹
と
な
る
市
税
収
入

は
、
　

億
５
７
８
３
万
円
、
市
民
一
人
あ

５０

た
り
に
換
算
す
る
と
　
万
９
５
７
０
円
を

１１

納
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
市
が
使
っ
た
お
金
  

　
次
は
お
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
平
成
　
年
度
決
算
の
歳
出
の
中
で
、

２９

１
番
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
が
、

民
生
費
で
　
億
２
８
６
１
万
円
で
あ
り
、

６１

み
な
さ
ん
の
生
活
の
手
助
け
を
す
る
福

祉
、
医
療
費
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
番
目
は
公
債
費
で
　
億
９
８
４
２
万
円

４４

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
借
入
金
の
返
済
で
す
。
３
番

目
が
土
木
費
で
　
億
９
４
０
１
万
円
で
あ

４０

り
、
道
路
や
橋
梁
、
河
川
の
整
備
や
除
雪

経
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

図
１

表
１

図
２

歳入と歳出の差引額は

　　　　９億９,５６２万円（繰越金）
(内  訳)　
毅平成２９年度内に完了できずに、平成３０年度に
繰り越された事業の財源＝１億４,６１０万円

毅予算以上の歳入があった場合や、節約により
予算額以下の費用で執行した場合などの純
粋な余剰金＝８億４,９５２万円（平成３０年度予算
の財源となります）

滑平成１８年度から平成１９
年度にかけては、国の
三位一体改革による税
源移譲のため、市税が
増えました。また、平成
２４年度は、一時的に事
業外収益による納税額
が増えた会社があった
ため、法人市民税が大
幅に増加しました。

滑市の厳しい財政状況か
ら、今後も計画的に借り
入れを行う取り組みを
継続します。
※臨時財政対策債とは、
地方交付税として交付
するべき国の財源が不
足した場合に、その不足
分を地方自治体が直接
借り入れを行うもので、
その元利償還金は後年
度の普通交付税の算定
に全額算入されます。

19億9,672万円市　民　税

26億2,272万円固定資産税

1億3,918万円軽自動車税

2億6,248万円市たばこ税

3,673万円入　湯　税

50億5,783万円計

市税の内訳

図１ 歳入：市に入ったお金（一般会計）

３２４億３,８６１万８,３０９円

表１
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平
成
　
年
度
の
郡
上
市
の
各
会
計
決
算
が
、
平
成
　
年
第
４
回
市
議

２９

３０

会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
こ
の
１
年
間
で
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
般
会
計
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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議
会
費
…
議
会
の
活
動
に
要
す
る
経
費
で
、
議
員
の
報
酬

　
　
　
　
や
委
員
会
の
運
営
費

　総
務
費
…
全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、
財
政
・

　
　
　
　
財
産
管
理
に
要
す
る
経
費

　民
生
費
…
社
会
福
祉
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
児
童
福
祉
、
生

　
　
　
　
活
保
護
、
災
害
救
助
関
係
に
要
す
る
経
費

　衛
生
費
…
市
民
の
み
な
さ
ん
が
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環

　
　
　
　
境
を
保
持
す
る
た
め
の
経
費

　農
林
水
産
業
費
…
農
作
物
の
生
産
、
園
芸
振
興
、
農
地
、

　
　
　
　
林
業
、
水
産
業
に
要
す
る
経
費

　商
工
費
…
商
工
業
の
振
興
、
そ
の
他
観
光
事
業
に
要
す
る

　
　
　
　
経
費

　土
木
費
…
道
路
橋
梁
、
河
川
砂
防
、
土
木
関
連
に
要
す
る

　
　
　
　
経
費

　消
防
費
…
消
防
事
務
、
風
水
害
・
地
震
な
ど
の
災
害
防
除
、

　
　
　
　
災
害
が
生
じ
た
場
合
の
被
害
軽
減
活
動
の
経
費

　教
育
費
…
教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
な
ど

　
　
　
　
す
べ
て
の
教
育
関
係
経
費

　災
害
復
旧
費
…
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害
の
復
旧
に
要

　
　
　
　
す
る
経
費

　公
債
費
…
市
債
の
元
金
・
利
子
・
一
時
借
入
金
の
利
子
な

　
　
　
　
ど
の
返
済
に
あ
て
ら
れ
る
経
費

　投
資
的
経
費
…
普
通
建
設
事
業
（
工
事
関
係
費
）
と
災
害

　
　
　
　
復
旧
事
業
に
要
す
る
経
費

　人
件
費
…
議
員
、
各
種
委
員
の
報
酬
、
職
員
の
給
与
費
、

地
方
公
務
員
共
済
組
合
負
担
金
な
ど
に
要
す
る

経
費

　扶
助
費
…
乳
幼
児
医
療
費
や
児
童
手
当
な
ど
、
福
祉
に
関

　
　
　
　
す
る
経
費

　補
助
費
…
各
種
団
体
へ
の
助
成
金
な
ど
に
要
す
る
経
費

　物
件
費
…
委
託
料
や
使
用
料
、
賃
金
、
需
用
費
な
ど
に
要

　
　
　
　
す
る
経
費

旺
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▲人件費は職員数の見直しなどにより、合併時から

約１８.６億円削減しました。

▲投資的経費は道路などの整備に使われていますが、平成１５年度

から縮減しています。平成２３年度は、白鳥中学校の整備や災害

復旧事業によって、平成２９年度は郡上市北部斎苑や郡上市産業

プラザなどの建設事業により増加しています。

用

語

説

明

図２ 歳出：市が使ったお金（一般会計）

３１４億４,２９９万５,９７３円

図３ 性質別歳出の内訳（一般会計）
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人件費の推移

投資的経費の推移

▲平成２９年度決算では３３９.４億円となり、平成１７年度のピーク時と比

べると２０３.９億円減りました。今後も減らす努力を継続していきます。

地方債残高の推移
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　国民健康保険に加入している人が、病気やけがで診療を受けたとき、その

医療費（本人負担分を除いた費用＝保険給付費）を負担しています。国民健康保険事業

　７５歳以上の人（一定の障がいがある人は６５歳以上）は、後期高齢者医療

制度に加入します。運営は岐阜県後期高齢者医療広域連合が行い、市は保

険料の徴収、各種申請などの業務を行っています。

後期高齢者医療事業

介護保険事業
　介護や支援が必要になったときに介護サービスや介護予防サービスを提供し、保険

加入者とその家族を支援します。サービス費用のうち、本人負担を除いた費用（保険

給付費）は国保連合会を通じて事業者に支払われています。
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　保険給付費（医療費のうち本人負担を除いた費用、高額医
療費など）は、３０.７億円となりました。また、後期高齢者医療制
度に拠出する後期高齢者支援金は、５.６億円となりました。被
保険者数の減少により、保険給付費、拠出金は減少していま
すが、一人当たりの医療費は、年々増加傾向となっています。

　歳出総額は、５.７億円、そのうち広域連合に支

出している保険料等の負担金が５.４億円と９４.７％

を占めています。

　介護の認定を受けた人（認定者数）は微増傾向にある
ため、保険給付費もここ数年増加傾向となっています。
今後も認定者数はゆるやかに増加することが予想され、
給付費も増加すると考えられます。

　市の財布には、通常の行政事務でお金を出し入れする「一般会計」と、特定の事業のためのお

金を出し入れする「特別会計」、「公営企業会計」があります。今回は、５つの特別会計の歳入・

歳出（平成２９年度決算）と、それぞれの主な使い道の推移をグラフにしました。
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　簡易水道とは、計画給水人口が１０１人以上５，０００人以下の施設をいいます。施設の適正な

維持管理を行い、安心安全な飲料水の供給に努めるとともに、施設の老朽化対策を兼ねた

施設の統合事業に取り組みました。なお、簡易水道事業は、平成３０年度から水道事業会計に

統合されました。

簡易水道事業

　下水集合処理施設及び市設置型合併処理浄化槽の適正な維持管理を行うとともに、快適

な暮らしと良好な環境づくりのため、施設整備に取り組んでいます。これらの施設の整備の

ために借り入れたお金の残高（地方債残高）の推移は、下のグラフのとおりです。
下水道事業

　郡上市民病院と国保白鳥病院を運営する会計です。平成２１年度から

改革プランを実施し一時は経営の改善がなされましたが、平成２６年度以

降厳しい決算状況となっています。今後は、平成２８年度に策定した第二

次改革プランに沿って経営改善に努めます。

　上水道とは、計画給水人口が５,００１人以上の施設をいいます。八幡市

街地を中心とした区域と、白鳥市街地を中心とした区域の２ヵ所を運

営しています。合併当初より安定した経営が続いています。

年度別純利益の推移 (純利益＝収益－費用） 【単位：千円】

年度別純利益の推移 (純利益＝収益－費用） 【単位：千円】

病院事業会計

上水道事業会計
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　市設置型合併処理浄化槽の整備を推進するととも

に、地方債の償還を進めています。平成２９年度末残高

は１７３.５億円となり、順調に減少しています。

　平成２４年度から進めてきた施設の更新・統合事業は

概ね完了し、平成２９年度末の地方債残高は、７５.４億円と

なりました。今後は償還を進めていく予定です。

２９２８２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８１７１６年度

△228,669△237,975△116,577△190,00763,346201,475132,39550,358△163,056△321,465△613,262△334,499△363,660△237,269純利益

２９２８２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８１７１６年度

73,40375,83070,66257,66974,70225,88833,24826,33728,07327,41024,04829,48921,58615,268純利益


